
【　速　報　推　計　】

平成 ２９年 9月 １7日 の台風第18号による

芹川ダム防災操作の効果について

　台風第18号の影響により芹川ダム流域では 9月 16日 1時より
雨が降り始め、17日18時での累計は芹川ダム流域で269ｍｍに
達しました。

　このため、芹川ダムでは 17日 11時 28分より防災操作を開始

し、 17日15時20分に最大流入量 330m
3
/sを記録したため、芹川

ダムで165.9m
3
/sを貯留し、164.1m

3
/s放流することにより、ダム

下流の水位低減を図りました。

　今回の芹川ダムの防災操作により下流大分市明磧地点では、
河川水位を15cm程度低減させたものと推測されます。



平成 ２９年 9月 １7日 の台風第18号による

芹川ダム防災操作の効果について

【芹川ダム位置図】

【ダムの治水効果】

【　洪　水　調　節　実　績　図　（速報値）　】

最大流入量 330.0m3/sのうち164.1m3/sを下流に流し、165.9m3/sをダムに貯めました。
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流入量

放流量

最大流入量 330.0m3/s

最大放流量 164.1m3/s

最大流入時の

放流量 164.1m3/s

今回の出水で、225.0万m3

（大銀ドーム約1.2杯分)の

水量をダムに貯めました。

下流の川の流水を

165.9m3/s減らしました。

ダム堤体

放

水

口

②
ダ
ム
か
ら
流
れ
た
量

（
放
流
量
）

①ダムに入ってきた量

（流入量）

洪水を

貯めます。

ダムの貯水位

ダムへの流入量よりも少
ない量をダムから流すこ
とで、下流の被害を軽減
します。

流入量

放流量

流量 m3/s

時間

洪水量 150m3/s

芹川ダム

明磧橋水位観測所

大船雨量局

長湯雨量局

ダム雨量局
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【　大分市大字奥田　明磧橋地点の河川水位比較　】
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水位

はん濫注意水位

水防団待機水位

ダム無し水位

明磧橋地点における雨量・水位（1時間単位の履歴によるもの）

（ダム無し水位はおおよその推定です。）

時間雨量 mm
累加雨量 mm

水位 m

時間
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洪水調節を行わなかった場合

洪水調節を行った場合

H=5．２８m

平常時の河川水位

約 ０．１５ ｍ（ダムによる水位低減効果）

はん濫注意水位（3.70m）

水防団待機水位（3.10m）

ダムによって 15 cmの水位低下

洪水調節後水位 5．13 m

ダムのない場合推定最高水位 5.28m

H=５．１３m


